鳥取県福祉保健部健康医療局医療・保険課　薬事担当　行　ﾌｧｸｼﾐﾘ：0857-26-8168１枚目

薬剤師の採用状況等に係る調査（回答期限：令和８年１０月１６日（金））
※とっとり電子申請フォーム、メール又はファクシミリで御回答をお願いします。以下、太枠内について入力・記入・チェックをお願いします。


	施設名等
	担当者
	電話番号

	施設名：


	職名：

	

	・夜勤：□有　　　　　　□無

・当直：□有　　　　　　□無
	氏名：

	



１　令和８年９月１日時点の薬剤師の配置数
	常勤職員
①
（実人数）
	非常勤職員
②
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	左記以外の方で、育児休業、病気休業等を取得中の薬剤師の人数（実人数）
	施設において配置
することとされている
薬剤師の定数

	
　　　　　　　人
	
　　　　　　　　　　　人
	
　　　　　人
	
　　　　　　　　　　　人
	
　　　　　　　　　人
※定数を定めていない場合は「0」と記入してください


（注）常勤とは、正職員、パート等雇用形態を問わず、フルタイムで働く者をいい、常勤の者が勤務すべき時間（週当たり）は、事業所の就業規則、労働契約によります。
非常勤職員の常勤換算は、「（非常勤の職員の勤務時間の合計）÷（常勤の職員１名が勤務すべき時間）」とします。
換算値は、四捨五入により小数点以下１桁までの数値を記入してください。以下の設問にも同様の方法で回答をお願いします。

２　令和８年４月１日（４月採用として３月末から雇用した場合も含む）から９月１日までの薬剤師の新規採用実績
	令和８年４月採用募集人数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人


	①常勤職員
（実人数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	左記の採用による令和７年度の配置数からの増員状況（該当するものに☑及び必要事項を記載）

	
　　　　　　　　　　　　人
上記のうち
新規免許取得者

県内出身　　　人


県外出身　　　人
	
　　　　　　　　　　　　人
上記のうち
新規免許取得者

県内出身　　　人


県外出身　　　人
	
　　　　　　　　　　　人
←※新規免許取得者とは、新卒・既卒で今春免許取得した者


	
· 増員できた
増員人数：　　　　　　　人
（常勤換算後）


· 増員はできていない
理由：（退職補充等）




（注）採用後、この期間中に退職した場合は数に含めないでください。

３　令和８年９月１日現在の薬剤師の不足状況・募集状況等施設名：
２枚目

※法令上規定された員数不足ではなく、業務上の不足状況についてお答えください。
	　
	①常勤職員
（実数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	不足の内容・理由
（該当するものに☑。複数回答可。）

	不足数Ａ
※早急（概ね１年以内）に採用が必要な人数
	　　　　　　人
	　　　　　　　　人
	　　　　人
	· 育児休業、退職等予定あり
· 勤務体制に余裕がない
· 業務量の増加

増加した業務：　　　　　　　　　
· 繁忙時に患者対応等で支障が出ている
· その他具体的に：




	





	不足数Ａのうち
現時点で１年以内の採用が内定している人数
	　　　　　　人
	　　　　　　　　人
	　　　　人
	· 

	
	不足数Ａのうち
現に募集中の人数（上欄の内定人数は除く）
	　　　　　　人
	　　　　　　　　人
	　　　　人
	· 

	必要数Ｂ

※将来的（概ね５年以内）に採用を希望する人数
（上記不足数Ａを除く）

	


　　　　　　人

	


　　　　　　　人

	


　　　　人

	· 育児休業、退職等予定あり
· 業務の充実・拡大を希望
（□病棟活動　□在宅医療
□相談業務　□実務実習受入
□その他（　　　　　　　　　　　））
· その他具体的に：






４　令和６年９月１日から令和８年９月１日までの薬剤師の離職状況
	①常勤職員
（実人数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	離職理由
（当てはまる右記の選択肢の数字を全て記載してください）
	主な離職理由
（左記の回答選択肢）

	
・２０歳代：　　　　　　人

・３０歳代：　　　　　　人

・４０歳代：　　　　　　人

・５０歳代：　　　　　　人

・６０歳代：　　　　　　人

・定年退職：　　　　　人
	
・２０歳代：　　　　　　人

・３０歳代：　　　　　　人

・４０歳代：　　　　　　人

・５０歳代：　　　　　　人

・６０歳代：　　　　　　人

・定年退職：　　　　　人
	
・２０歳代：　　　　　　　　

・３０歳代：　　　　　　　　

・４０歳代：　　　　　　　　

・５０歳代：　　　　　　　　


	１　結婚・育児・介護
２　健康上の理由
３　配偶者・家族の転勤等
４　給与・待遇の面
５　休日・休暇の取りにくさ
６　業務量・業務内容
７　職場の人間関係
８　同業種への転職（薬局→薬局）
９　他職種への転職（薬局→病院）
10　県外への転居・転職
11　薬剤師以外の仕事に転職
12　開業・独立
13　不明



５　本県では、県薬剤師会及び県病院薬剤師と連携して、薬剤師確保対策事業を実施しています。新たな取組みとして、どのようなことがあると良いか取組案（アイデア）等をお寄せください。＊調査項目は以上です。御協力ありがとうございました＊


	





鳥取県福祉保健部健康医療局医療・保険課　薬事担当　行　ﾌｧｸｼﾐﾘ：0857-26-8168記入例
１枚目

薬剤師の採用状況等に係る調査（回答期限：令和８年１０月１６日（金））
※とっとり電子申請フォーム、メール又はファクシミリで御回答をお願いします。以下、太枠内について入力・記入・チェックをお願いします。


	施設名等
	担当者
	電話番号

	施設名：
（有）鳥取薬局　　県庁店
	職名：
管理薬剤師
	0857-26-7203

	・夜勤：□有　　　　　　☑無

・当直：□有　　　　　　☑無
	氏名：
○○　○○
	



１　令和８年９月１日時点の薬剤師の配置数
	常勤職員
①
（実人数）
	非常勤職員
②
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	左記以外の方で、育児休業、病気休業等を取得中の薬剤師の人数（実人数）
	施設において配置
することとされている
薬剤師の定数

	
　　　　　　３人
	
　　　　　　　　　　0.4人
	
　　　3.4人
	
　　　　　　　　　　１人
	
　　　　　　　　５人
※定数を定めていない場合は「0」と記入してください


（注）常勤とは、正職員、パート等雇用形態を問わず、フルタイムで働く者をいい、常勤の者が勤務すべき時間（週当たり）は、事業所の就業規則、労働契約によります。
非常勤職員の常勤換算は、「（非常勤の職員の勤務時間の合計）÷（常勤の職員１名が勤務すべき時間）」とします。
換算値は、四捨五入により小数点以下１桁までの数値を記入してください。以下の設問にも同様の方法で回答をお願いします。

２　令和８年４月１日（４月採用として３月末から雇用した場合も含む）から９月１日までの薬剤師の新規採用実績
	令和８年４月採用募集人数
	　　　　　　　　　　　　　　　１０人


	①常勤職員
（実人数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	左記の採用による令和７年度の配置数からの増員状況（該当するものに☑及び必要事項を記載）

	
　　　　　　　　　　　１人
上記のうち
新規免許取得者

県内出身　　１人


県外出身　　０人
	
　　　　　　　　　　０．４人
上記のうち
新規免許取得者

県内出身　　０．４人


県外出身　　０人
	
　　　　　　　　１．４人
←※新規免許取得者とは、新卒・既卒で今春免許取得した者


	
· 増員できた
増員人数：　　　　　　　人
（常勤換算後）


☑　増員はできていない
理由：（退職補充等）
退職補充１名と育児休業取得者の代替補充


（注）採用後、この期間中に退職した場合は数に含めないでください。

３　令和８年９月１日現在の薬剤師の不足状況・募集状況等記入例
施設名：（有）鳥取薬局　　県庁店
２枚目

※法令上規定された員数不足ではなく、業務上の不足状況についてお答えください。
	　
	①常勤職員
（実数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	計
（①＋②）
	不足の内容・理由
（該当するものに☑。複数回答可。）

	不足数Ａ
※早急（概ね１年以内）に採用が必要な人数
	　　　　　１人
	　　　　　　0.6人
	　　1.6人
	· 育児休業、退職等予定あり
· 勤務体制に余裕がない
☑　業務量の増加
　　増加した業務：在宅業務の増加
☑　繁忙時に患者対応等で支障が出ている
☑　その他具体的に：
時間外勤務の縮減など
就労環境の改善が必要




	





	不足数Ａのうち
現時点で１年以内の採用が内定している人数
	　　　　　０人
	　　　　　　　０人
	　　　０人
	· 

	
	不足数Ａのうち
現に募集中の人数（上欄の内定人数は除く）
	　　　　　１人
	　　　　　　0.6人
	　　1.6人
	· 

	必要数Ｂ

※将来的（概ね５年以内）に採用を希望する人数
（上記不足数Ａを除く）

	


　　　　　２人

	


　　　　　０人

	


　　　２人

	· 育児休業、退職等予定あり
☑　業務の充実・拡大を希望
（□病棟活動　☑在宅医療
□相談業務　□実務実習受入
□その他（　　　　　　　　　　　））
· その他具体的に：






４　令和６年９月１日から令和８年９月１日までの薬剤師の離職状況
	①常勤職員
（実人数）
	②非常勤職員
（常勤換算後の人数）
	離職理由
（当てはまる右記の選択肢の数字を全て記載してください）
	主な離職理由
（左記の回答選択肢）

	
・２０歳代：　　　　　２人

・３０歳代：　　　　　０人

・４０歳代：　　　　　２人

・５０歳代：　　　　　０人

・６０歳代：　　　　　０人

・定年退職：　　　　０人
	
・２０歳代：　　　　　０人

・３０歳代：　　　　　０人

・４０歳代：　　　　　０人

・５０歳代：　　　　　０人

・６０歳代：　　　　　０人

・定年退職：　　　　０人
	
・２０歳代：３、４　　　　　　

・３０歳代：　　　　　　　　　

・４０歳代：６、１２　　　　　

・５０歳代：　　　　　　　　　


	１　結婚・育児・介護
２　健康上の理由
３　配偶者・家族の転勤等
４　給与・待遇の面
５　休日・休暇の取りにくさ
６　業務量・業務内容
７　職場の人間関係
８　同業種への転職（薬局→薬局）
９　他職種への転職（薬局→病院）
10　県外への転居・転職
11　薬剤師以外の仕事に転職
12　開業・独立
13　不明



５　本県では、県薬剤師会及び県病院薬剤師と連携して、薬剤師確保対策事業を実施しています。新たな取組みとして、どのようなことがあると良いか取組案（アイデア）等をお寄せください。
	


＊調査項目は以上です。御協力ありがとうございました＊


